
平成 21 年度 第５回学都仙台コンソーシアム運営委員会議事要録 

 
日 時：2009 年 10 月 22 日（木）17:00～17:50 
場 所：仙台市市民活動サポートセンター ６階 セミナーホール 
出席者：馬渡運営委員長（宮城大学） 
    阿部運営副委員長（宮城教育大学） 
    大庭運営委員（東北生活文化大学）、高田運営委員（宮城学院女子大学）、武田運

営委員（宮城大学）、丹野運営委員（仙台高等専門学校）、間庭運営委員（仙台商

工会議所）代理＝大槻事務局次長、高橋コンソーシアム事務局長（東北大学） 
以上「順不同」 

欠席者：井上運営副委員長（東北学院大学）、渡辺運営委員（東北福祉大学）、伊藤運営委

員（宮城誠真短期大学）、畠平運営委員（放送大学宮城学習センター）、青木運営

委員（宮城県）、佐々木運営委員（仙台市）、折田コンソーシアム事務局次長（仙

台市） 
以上「順不同」 

（陪席）佐々木尚絅学院大学学長、吉崎宮城学院女子大学学長、 
唐牛仙台市企画市民局総合政策部総合計画課、中村宮城大学事務部学務課長、小山

宮城大学事務部学務課教務第１グループ主幹、浅沼東北大学教育・学生支援部教務

課長、丸山コンソーシアム事務局〔東北大学総務部総務課長〕、渡邉コンソーシア

ム事務局〔東北大学総務部総務課長補佐〕、田中コンソーシアム事務局〔東北大学

総務部総務課総務係主任〕、内海コンソーシアム事務局員、菱沼コンソーシアム事

務局員 
以上「順不同」 

議 事 
 議事に先立ち、馬渡運営委員長から、議題１「仙台学長会議主催市民公開シンポジウム

について」を説明願うため、尚絅学院大学の佐々木学長および宮城学院女子大学の吉崎学

長が出席する事について、了承を頂きたい旨の発言があった。 
 

○平成 21 年度 第４回運営委員会議事要録（案）の確認 
  馬渡運営委員長から、平成 21 年度 第４回運営委員会議事要録（案）について諮った

結果、これを承認した。 
 
１．仙台学長会議主催市民公開シンポジウムについて 

馬渡運営委員長から、配付資料に基づき、シンポジウム当日の運営についてはコンソ

ーシアム事務局と東北大学の職員のみで行うこととし、運営委員会委員には所属機関の

ホームページへの情報掲載等、シンポジウムの周知に努めていただいた上で、当日の参

加をお願いしたい旨の発言があった。 
続いて、尚絅学院大学佐々木学長から、配付資料に基づき、シンポジウム当日の日程

についての詳細な説明があった。 
また、メディアを使った周知やチラシ配付、広報・集客方法等について意見交換がな

された。 
 
２．各事業部会からの報告について 

武田単位互換部会長から、学都仙台単位互換ネットワーク履修状況及びサテライトキ



ャンパス開講科目履修状況について報告があった後、仙台高等専門学校の設立に伴い、

「学都仙台単位互換ネットワークに関する協定書」の一部改正を行う予定である旨の報

告があった。 
また、６月の総会で入会が承認された仙台青葉学院短期大学に「学都仙台単位互換ネ

ットワーク」への参加の意向についての検討を依頼している旨の報告があった。 
  続いて、阿部サテライトキャンパス部会長から、サテライトキャンパス公開講座の後

期開講予定講座及び戦略 GP 事業の「講座仙台学２００９」の日時と講座内容が決定した

旨の報告があった。 
また、広報部会事務局から、平成２０年度からの継続事業及び平成２１年度からの新

規事業に係る本年度の広報部会の活動について報告があった。 
なお、企画部会報告については、井上企画部会長が欠席のため、高橋事務局長から本

年度の企画部会の活動について説明があった。 
 

３．仙台学長会議への対応について 
馬渡運営委員長から、配付資料に基づき、平成２１年度学都仙台コンソーシアムの運

営状況（中間報告）について、説明があった。 
 
４．留学生のためのジョブ・フェア２００９への後援について 
  高橋事務局長から、配付資料に基づき、説明があった後、馬渡運営委員長から、学都

仙台コンソーシアムが留学生のためのジョブ・フェアへ後援を行うことについて諮った

結果、承認された。 
   
５．せんだいスマートウィーク及びせんだいスマートセミナーへの後援について 
  高橋事務局長から、配付資料に基づき、説明があった後、馬渡運営委員長から、学都

仙台コンソーシアムがせんだいスマートウィーク及びせんだいスマートセミナーへ後援

を行うことについて諮った結果、承認された。 
 
６．その他 
 ・ 丹野委員から、配付資料に基づき、仙台高等専門学校の設立記念式典について、報

告があった。 
 ・ 馬渡運営委員長から、次回の運営委員会を 1２月に開催する旨の発言があった。 

 
以上 


